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・井原 昭 1959『色彩と文学 古典和歌をしらべて』桜楓社出版．
・今井弥生・中野刀子 1986『暮らしの色彩学』建帛社．
・江幡 潤 1982『色名の由来』東京書籍．








・田中一松・武者小路穣 1978『世界の文化史蹟 第７巻 日本美の展開』講談社．
・千々岩英彰 2001『色彩学概説』東京大学出版会．





・松岡 武 1983『色彩とパーソナリティ 色でさぐるイメージの世界』金子書房．
・三星宗雄 2010『一般市民から見た沖縄の色−那覇市および近郊における聞き取り調
査』神奈川大学人文研究所．
・柳 宗玄 1978『世界の文化史蹟 第 12 巻 ロマネスクゴシックの聖堂』講談社．
・吉田光邦 1982『芸術の解釈』思文閣出版．
・和辻哲郎 1935『風土 人間学的考察』岩波文庫．
【インターネット資料】
・Wikipedia 2012 http://ja.wikipedia.org/
・公共の色彩を考える会 2012 http://www.sgcpp.jp/
（やまもと りお・平成24年度皇學館大学文学部
コミュニケーション学科卒業生）
【編輯委員会註】本論文は、平成24年度皇學館大學人文學會奨励賞受賞論文である。
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